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１．はじめに

　稲垣1）によると、現代は、近代の論理が多くの
点で臨界点に達し、そこからの「離脱」と「移
動」を開始している時代であり、その意味では近
代から後近代への移行期にあるという。つまり、
近代の論理を超克するための後近代の論理が模索
され、構築されつつある時代であるといえる。
　例えば身体概念についていえば、『精神として
の身体』2）、『身体論』3）、『身体の文学史』4）、『日本

人の身体観の歴史』5）、『身体の零度－何が近代を
成立させたか－』6）、『スポーツを考える－身体・
資本・ナショナリズム』7）など「身体」に関する
書籍の出版が盛んで、著者たちは作品を通して新
しい身体概念の提示に挑戦しているという。ここ
でいう新しい身体概念を提示するとは、近代の身
体概念の限界性を明らかにし、それを超克するた
めの新しい身体概念を構築するという考え方であ
る。
　では、スポーツの世界ではどうであろうか。同
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様に近代から後近代への移行期にあるといえるで
あろう。スポーツの世界では、近代の論理が現れ
ているのは、「より速く、より高く、より強く」
を追い求める近代スポーツである。この近代ス
ポーツにおいて、近代論理の限界性が現れてい
る。代表的なものとしては、記録を追い求めすぎ
た結果のドーピング、勝利を求めすぎた結果の
オーバートレーニングなどの問題がある。そし
て、後近代への移行として、近代スポーツに変わ
るものが注目されている。例えば、座禅、ヨーガ
などの瞑想をするもの、「より速く、より高く、
より強く」を求めないニュースポーツなどがあ
る。
　ヨーガはその実践において身体運動を伴い、そ
の効果については、医学的・健康学的側面からの
アプローチ8），9），10），11），12），13），14）、哲学的・宗教
学的アプローチ15），16），17），18），19），20），21）などによっ
て明らかにされている。しかしながら、現代ス
ポーツに対し、ヨーガの身体観から考察している
文献は見当たらなかった。
　そこで本研究では、ヨーガの「身体観」に着目
し、その特色を示すとともに、そこから得られる
現代スポーツへの示唆を明らかにすることを目的
とする。具体的には、まず、ヨーガの身体観を佐
保田、成瀬の研究を用いて明らかにする。そし
て、そこで明らかになったヨーガの身体観を通し
て、現代スポーツの身体観はどう表現されるかを
考察する。また、特に近代スポーツのドーピング
やオーバートレーニングなどの問題に示唆できる
ものはないかを考察する。
　方法は、文献考証とする。

２．身体観とは

　身体観とは、日々の生活の中で漠然と抱いてい
るからだについての見方である。それは、思想と
して自覚的であるとは限らないが、みずからの生
活を無意識のうちに規定している見方でもあ 
る22）。みずからの生活を無意識のうちに規定して
いる見方とは、例えば、テレビや雑誌で見るモデ

ルの痩せた体型を見て、無意識に自分もあの人た
ちの体型のようになりたいと思うようなことであ
る。つまり、身体観とは、無意識のうちに自分が
考えている身体についての見方ということであ
る。
　身体観を考える上で、精神、身体の関係を過去
どのように捉えてきたかを見る必要があるだろ
う。西洋において、文明が発達して以来、19世紀
頃までの過去長い間、人間は身体を精神よりも劣
るものとして軽視し続けてきた。ソクラテスもア
リストテレスも、またほとんどの宗教が精神を上
位のものとして捉えてきた。デカルトの「我思
う、ゆえに我あり」やパスカルの「人間は考える
葦である」という言葉は身体よりも思考（精神）
を重視した、有名なものである。古代文明が出現
する以前の石器時代社会にかけての古代社会で
は、生存競争の中で、身体は重要な価値を持って
いたが、古代文明以後、文明社会になるにつれ、
精神や思考が身体以上に価値を持つようになって
きた。しかし、19世紀後半になると、身体を精神
と並ぶ重要なものとして位置づけるニーチェや、
身体を精神以上のものとして考えるメルロ・ポン
ティといった哲学者が現れてきたのである23）。こ
のように、「身体」は、文明が進むにつれ精神よ
りも劣るものであるとされてきた。しかし、19世
紀後半より、身体を重要視する考えが再び出てき
たのである。現在、前章であげたように「身体」
が注目されているのには、このような背景があ
る。
　では、具体的にどのような身体観があるのか以
下にあげる。
　市川2）は、「＜はたらきとしての身体＞が、あ
るレヴェルの統合を達成し、「身体が真に人間の
身体となった」とき、精神と身体はもはや区別さ
れない。「精神」と「身体」は、人間的現実の具
体的な活動のある局面を抽象し、固定化すること
によってあたえられた名前である。」としている。
すなわち市川は、人間の身体とは、本来身体と精
神の区別はないと述べている。
　前川24）は、体育に関わる人として、人間の身
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体的存在の構造を三次元の立体構造と捉えてい
る。まずは、生物学的生命としての肉体である。
これは食物や空気などの物体に依存し、環境と肉
体の二重存在であるとする。第二は行為主体であ
り、歴史的である身体存在である。基本として肉
体を宿しているとされる。つまり肉体的・身体的
二重存在である。身体は、物体的・肉体的・身体
的で、三次元統一体であると考えている。
　養老25）は、解剖学者として、次のように述べ
ている。人間の身体は自然物であって、その構成
原理は、車や飛行機のように簡単にわかるもので
はない。そもそも機械は、はじめから人間が作っ
たものである。それには製作者の意図と設計があ
る。人間の身体にそんなものが前提にされている
のかどうか、それすらさだかではない。つまり、
養老は、身体は自然物として捉えられると述べて
いる。自然とは、人間が意図して設計したもので
はないということである。自然は理解できず、し
たがって予測できず、統御できない。つまり、養
老の身体観は、身体を自然であると捉えているの
である。
　また、養老25）は武士の身体観を以下のように
述べている。武士の身体は心の下に置かれた。ど
ういうことかを切腹を例にして考えてみる。人が
切腹するということは、身体が傷つけられること
なので、身体を重要視していればできないことで
ある。切腹を実際に行うためには身体を排除しな
いとできないことである。つまり、身体より心を
重要視しているのでできるのである。よって、武
士の身体観とは、身体は排除され、心の下に置か
れたと言えるのである。
　このように身体観は、様々な考え方がある。

３．ヨーガとは何か

⑴　ヨーガの語源
　語源的には、yujからきた名詞で、「馬に馬具を
つける、車に馬をつなぐ」という意味を持ってい
た。そこから転じて、「準備する、調整する」そ
して、「合一する、むすぶ」という一般的な意味

になった26）。
　佐保田27）によれば、ヨーガの起源は、インダ
ス文明の遺跡の発掘品のなかにたくさんの印章や
護符のような泥土製品があり、そのなかにヨーガ
の行者のような格好をした坐像が刻印されている
ものがあったことから、インダス文明の時代から
ヨーガは存在したと考えられる。しかし、インダ
ス文明が文字を解読できていないので、推測以上
に進めないのである。また、バラモン宗教の最古
の体系であるリグ・ヴェーダ宗教の中にもヨーガ
の源流と見なすべき要素があると考えられてい
る。それが、上記に示した語源である。

⑵　ヨーガの定義
　佐保田15）によれば、ヨーガの定義は、次のよ
うにカタ・ウパニシャッドに記されている。
　「五つの知覚器官が意とともに静止し、覚も亦
動かなくなったとき、人々はこれを至上の境地と
いう。かように諸器官を固く執持することを人々
はyogaと見なしている。」
　つまり、ヨーガとは、外界の刺激に対して一時
も止むことなく移り変わっていく心の働き（妄
念、妄想）を意識的に静止させていくための心理
操作であるといえる。また、この心理操作につい
て「アートマンを車主と知れ。肉体を車、覚を御
者、意を手綱と心得よ。賢者達は、もろもろの知
覚器官を馬とよび、諸知覚器官に対する諸対境を
道路とよんでいる」と比喩を用いて説明してい
る。これは、御者たる覚が車主たるアートマンの
ために、意の手綱をしっかりと締めて制御し、馬
である知覚器官を横道にそれないようにするのが
ヨーガであるというのである。ヨーガの本質は、
ある何かの対象に精神集中することによって、暴
れ馬のように散漫に移り変わっていく心の働き
（雑念状態）を制御し、統一して心のより深い高
次元の内面の世界の発動を促進することにあった
のである。
　この車主であるアートマンを理解するために
は、サーンキヤ哲学のプルシャとプラクリティと
いう二元論を理解する必要がある。ここでいう二
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元論とは、精神と物質という普通の二元論ではな
い。成瀬28）によれば、プルシャとは、純粋精神、
真我、神我、アートマンとも呼ばれ、原子大で個
人の数だけあり、私たち一人ひとりが有している
ものである。自らは何の活動もせず、ただプラク

リティの働きだけを見る存在で「観照者」とも呼
ばれ、非常に消極的な存在である。思考したり、
感情や理性を働かせたりすることはない。もとも
と解脱した状態であり、本来苦や死や輪廻はまっ
たく関係ない。よってプルシャ自体が努力して解

図1. サーンキア哲学の二元論
（成瀬貴良：いまに生きるインドの叡智．pp.105 善本社，1999（筆者編集））
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脱したり悟りをひらいたりはしない。プラクリ
ティとは、あらゆる現象世界に自らつくり変えて
いく存在である。自らつくり変えていくことを転
変と言う。私たちの身の回りに存在する建物や家
具、山や海、樹木などの自然も、また目に見える
物質だけでなく、心や意識、感覚器官も、すべて
プラクリティが自ら転変あるいは展開したもので
ある（図１）。

４．ヨーガの身体観

　「ヨーガ」という言葉の意味は、時代とともに
移り変わってきた。古代では、ヨーガは「心統
一」という意味で使われ、身体は重要視されてい
なかった。しかし、その中ではっきりと身体観が
あらわれているのは、10世紀頃に成立した、ハ
タ・ヨーガである。
　ハタ・ヨーガでは、哲学的には、人間の身体を
大宇宙に対する小宇宙とみなし、背骨を宇宙にそ
びえるメール山に譬えてその周りには海や山、太
陽や月があると考えている。また、ヨーガを実践
する時の考えには、身体は五つの鞘（人間五蔵
説：パンチャ・コーシャ）から構成されていると
いう考えがある。五つの鞘とは、次元の違ったエ
ネルギーで、これらは重なり合っている。まった
く次元の異なるものが五層に重なっているという
のは、例えば、ちょうど同じ大きさの透明なセロ
ハン紙を重ねて置いた時のように、ちょっと見た
だけでは一枚の紙だが、実際には幾重にも重なっ
ているようなものである。これらの五つの鞘は互

いに関連していて、一番外側の鞘が刺激されるこ
とによって、次の内側の鞘に影響が与えられる。
そして、五つの鞘は内に向かうほど微細なものに
なっているのである（図２）。
　五つの鞘を説明すると、アンナマヤコーシャと
は、五つの鞘の中で一番外側にあり、骨や肉や血
管などから構成されているいわゆる肉体と呼ばれ
るものである。五つの中ではもっとも粗雑で、食
物によって活動するのでこの名前がついている。
アーサナなどによってこの鞘を整えるが、それは
次のプラーナマヤコーシャをも刺激する。
　プラーナマヤコーシャとは、プラーナ注１）から
構成されている鞘である。プラーナヤーマなどで
取り入れたプラーナは、身体中を巡るナーディー
と呼ばれる道を通る。このナーディーとは、血管
や神経組織そのものではないので、身体から取り
出すことはできない。この鞘を整えることで、ア
ンナマヤコーシャ、マノーマヤコーシャにも影響
を与える。つまり、プラーナヤーマなどを行うこ
とにより、肉体の健康や軽快さはもちろん、意識
や心にもよい刺激を与えている。
　マノーマヤコーシャは、マナス、つまり意識や
心よりなる鞘である。感覚器官を通じていろいろ
なことを感じたり、思考したりする鞘である。
　ジニャーナマヤコーシャは、ジニャーナ、つま
り知識的なことや理性的なことに関する鞘であ
る。感覚器官や思考を通して得たさまざまなもの
をこの鞘で判断する。情報としての知識ではな
く、解脱や精神的なものに関する智慧を指してい
る。

図2. 人間五蔵説
（成瀬貴良：いまに生きるインドの叡智．pp.179-182 善本社，1999（筆者編集））
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　アーナンダマヤコーシャとは、穏やかさと心の
安らぎに満ちた永久的な至福を感じる鞘である。
アーナンダとは歓喜という意味であるが、ここで
いう歓喜は、日常的・感覚的なはかない快楽や喜
びのことではない。五つの鞘の中で最も真我
（アートマン）に近いものである。
　その他、ヨーガの身体観には、チャクラと呼ば
れるエネルギーの凝縮したセンサーや、タントラ
やハタ・ヨーガで説かれている潜在的なエネル
ギーであるクンダリニーなどがある。これらは身
体の一部にこのようなエネルギーが眠っていると
いう考えであり、五つの鞘で構成されているとい
う考え方が身体全体を捉えて考えられているの
で、ヨーガの身体観の一般的なものとして表わす
ことができるであろう。

５．現代スポーツの身体観

　現代が、近代から後近代への移行期なのであれ
ば、現代スポーツ注2）の身体観にも同じことがい
えるであろう。では、近代の身体観とはどういう
ものであろうか。そして、後近代の身体観とはど
ういうものであろうか。それぞれ代表的な哲学者
が述べていることをあげる。

⑴　近代の身体観
　では、近代の身体観とは、どういうものであろ
うか。近代で活躍した哲学者から見ていく。ホッ
ブス（1588-1679）は、身体を次のように説明し
ている。
　「≪自然≫〔すなわち神がこの世をつくり統治
する技〕は、人間の「技術」によってしばしば模
倣される。人間はその技術によって人工的動物を
もつくることができる。なぜならば生命とは四肢
の運動にほかならず、その運動の源が内部の中心
的な部分にあることを考えれば、すべての「自動
機械」〔腕時計のようにぜんまいと歯車によって
動く機械装置〕は人工的生命を持つといえるから
である。すなわち「心臓」とは「ぜんまい」、「神
経」は「線」、「関節」は「歯車」のことであっ

て、これらのものが全身に、製作者によって意図
された運動を与えているに他ならないからであ
る」29）。
　このように、魂は除外され、身体は機械的、合
理的に説明される。また、近代の扉を開いたとい
われるルネ・デカルト（1596-1650）は、より徹
底した機械論で身体を説明している。
　「人間に発明できるどんな機械と比べても、比
較にならないほど整然と組み立てられ、いっそう
おどろくべき運動を自分のなかにそなえている機
械として見るでしょう」30）。
　「血液の「最も微細な粒子」が脳に達し、そこ
でその微細な粒子は、「動物精気と名づけられる
一種のきわめて微細な風、むしろ、きわめて活発
で純粋な炎と言った方がいいかも知れない」もの
になる。そして、脳でつくりだされた動物精気
は、管（いまでいえば、さしずめ神経ということ
になろうか）を通って全身に行き渡り、自動機械
である身体に感覚、思考、運動など人間的なさま
ざまな運動を引き起こす。そして、心臓には、自
動機械の熱機関のような機能があたえられる。つ
まり、血液が脳で微細な粒子（動物精気）を生成
するために、血液が温まっていなければならない
が、心臓は、その血液を温め活気づけるための熱
機関なのである」31）。
　デカルトの説明は、身体から魂を切り離し、身
体を機械に見立ててその構造と機能を明らかにし
た。このように、身体は機械と同じように考えら
れるようになった。　　　
　次に、このような考えが出てきたことによっ
て、身体がどのように変化したかを具体的にあげ
る。
　三浦6）によれば、明治期日本では、「富国強兵」
をスローガンに近代軍隊の成立を目指して身体に
様々な変化をもたらした。その一つとして、歩き
方があげられる。明治以前日本人は、右足と同時
に右肩が出て、左足と同時に左肩が出る歩き方
（このとき上半身はほとんど動かない）「なんば歩
き」であった。この「なんば歩き」では、戦闘に
必要な機敏な動作は生まれないと明治政府は、学
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校教育を通じて「軍隊式歩行」に変化させた。
「軍隊式歩行」とは、右足と同時に左肩が出て、
左足と同時に右肩を出して歩く歩き方のことをい
う。稲垣1）によれば、この「軍隊式歩行」を集団
訓練として行うことによって、それまでの日本人
は、自分の身体を自分の意のままにコントロール
し、規定通りに動かさなければならないという経
験はしたことはなかったが、全員で一緒に並んで
行進するためには、また、今までと違う歩き方を
するためには、理性でもって自分の身体を動かす
経験をしなければならなかったと述べている。つ
まり、そこには、ホッブスやデカルトの身体観を
垣間見ることができる。歩き方を変えるには、そ
の歩き方をまず目で見、またはイメージをし、そ
して、その歩き方をするためにはどのように自分
の身体を動かせば良いのかを考えて身体を動かさ
なければならない。このように身体を強く意識し
なければならなくなったし、「軍隊式歩行」など
という近代の価値観（規定）に合わせなくてはな
らなくなった。つまりは、身体を「もの」的に扱
うことになったのである。ここに、ホッブスやデ
カルトのいう身体を機械と捉えているところが見
えるのであろう。

⑵　後近代の身体観
　後近代の身体観とは、近代の身体観とは異なる
身体観である。どのような身体観があるかという
と、ポスト近代の身体観の必要性を説いたルソー、
稲垣の瞑想系身体技法の身体観などがあげられ
る。
　近代の身体観に危機を感じ新たな身体観が必要
だと考えたルソー（1712-1778）は、スポーツを
以下のように捉えている。スポーツの意味は、だ
れよりも生の表現のことであり、新しい人間性の
発見のことである32）。つまり、ルソーのスポーツ
観は、自然身体のスポーツ的表現が新しい人間の
誕生を準備するというように、自己完成に向けた
創造的スポーツ観で貫かれている。ルソーの身体
は、機械的に捉えられることなく、どこまでも自
然身体のままである。他人の価値観で一方的に操

作される対象ではなく、自然の衝動に基づいて自
己自身を主体的に表現する存在である。また、内
部の自己を解放する力や、必然に応じて自分の外
見を変える力を確保し、われわれの行為をいつも
強制から解放してくれる。
　稲垣1）の瞑想系身体技法とは、稲垣が作った新
しい用語である。文字通り瞑想を主軸にして展開
される様々な身体技法の総称で、仏教の座禅、神
道の禊ぎ・祓い、インドのヨーガ、チベット密教
の瞑想、中国の太極拳や気功、キリスト教イエズ
ス会の霊操などがある。これらの身体技法に共通
しているのは、呼吸法である。呼吸は、意識的に
早くしたり、ゆっくりしたりすることもできる。
同時に、深い眠りに入った無意識化でも呼吸は行
われる。つまり、呼吸とは意識からも無意識から
も自由であり、なおかつ、意識と無意識の境界線
を行き来する身体の一つの基本的な活動である。
そして、呼吸を媒介にして、意識・無意識と身体
とを一つにつなげていく、そういう身体技法が瞑
想系身体技法である。この瞑想系身体技法の身体
観とは、身体を瞑想することによって、自然と一
体化するものと捉えている。
　つまり後近代の身体観とは、18世紀に生きたル
ソー、古代より発生している仏教の禅、インドの
ヨーガなどの瞑想系身体技法の身体観など、過去
古くから考えられていた身体観をもう一度見直そ
うというものがあると考えられる注3）。いずれも、
身体はものではなく、命やどるもの、そして、自
然と捉えている。身体を機械、ものと捉えた近代
に対する批判からくるのであろう。

⑶　現代スポーツの身体観
　同様に、現代スポーツの身体観も、身体は機械
だと捉える近代的な要素から、身体は自然だと捉
える後近代的要素に移行している。つまり、身体
を機械だと捉え、理性でコントロールできるとす
る身体観と、身体とは自然なものであり、理性で
コントロールされるものではないとする身体観と
を合わせ持っているのである。
　身体を機械と捉え、理性でコントロールできる
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とする身体観には、競技スポーツに見られる。理
性でコントロールされるものではないとする身体
観は、競争性のないもの、勝利をもとめすぎない
もの、例えば太極拳、ヨーガ、エアロビクス、
ニュースポーツなどがあげられる。

６． ヨーガの身体観が現代スポーツ
に示唆するもの

⑴ 　ヨーガの身体観から見た現代スポーツの身体
観
　ヨーガの身体観とは、身体を大宇宙に対する小
宇宙と捉え五つの鞘で構成されていると考えられ
ている。ヨーガを行うことで、五つの鞘の外側か
ら内側に向かって鞘が正しく動くようになってい
くとされている。つまり、外側から内側に向かっ
て身体を意識できるようになる。内に向いていく
のである。従って、ヨーガの身体観とは「内に向
かう」と示すことができる。この「内に向かう」
という表現をヨーガではしばしば使用されるが、
この表現がはたして現代スポーツの身体観と比較
する時に「内」と「外」という表現で良いのかど
うか、熟考する必要があるが、現段階で適切な表
現が見当たらず、ヨーガで使われている「内に向
かう」というこの表現をそのまま使用する。
　現代、ヨーガはブームある。ヨーガをする目的
が「美容のため」「健康のため」に行うのであれ
ば、一見「外に向かう」ということであるように
思われる。しかし、筆者はヨーガを行う場合、ど
のような目的で始めたとしても、ヨーガを行えば
自然と身体の内側に意識がいくようになると考え
る。ヨーガで「外に向かう」ことがあるとすれ
ば、Wiiのゲームでヨーガをする場合（テレビの
画面に映っているヨーガのポーズを行う時）、そ
してインストラクターがきれいなポーズをとるこ
とをレッスンの中で促す場合など、視覚を使って
ヨーガをする場合は、「外に向かって」いるとい
えるであろう。
　前章で述べたように、現代スポーツの身体観と
は、近代的な要素と後近代的な要素を持ってい

る。
　それぞれの要素に限らず、スポーツを行うとい
うことは、目に見える身体でもって、ある目的
（例えば、勝利するため、あるいは記録のため）
などのために身体活動を行うことである。つま
り、ヨーガの身体観から見ると、「外に向かう」
身体観である。「外に向かう」とは、何か目的を
達成するためにスポーツをする時の身体観である
が、具体的に運動実践の場での「外に向かう」と
いう身体観とはどのようなものであろうか。例え
ば、人が100mを走るとする、その時、身体の意
識はゴールに向いている。これが「外に向かう」
である。しかし、同時に自分の身体の調子をさぐ
りながら走るとこれは「内に向かう」身体観であ
る。このように、スポーツを行う場面では、「外
に向かう」と「内に向かう」身体観がある。
　そのほか、「内に向かう」という場合は、神が
かり的なプレーをしている時や、スポーツに没頭
している時、技術の修練過程において反復練習を
している時などがあげられる。しかし、ここで、
注意しておけなければならないことは、ヨーガの
身体観のように真我に向かっての「内に向かう」
とまったく同じではないのである。

⑵ 　現代スポーツにとって「内に向かう」身体観
の意義とは

①　「外に向かう」身体観の問題解決になる。
　「外に向かう」ことが過剰になるために問題が
発生する。例えば、記録更新のためにと「外に向
かう」ことが過剰になれば、ドーピング問題が起
き、勝利のためにと「外に向かう」ことが過剰に
なるとオーバートレーニング、バーンアウトが発
生する。この「外に向かう」ことが過剰になるこ
とを防ぐために「内に向かう」身体観が必要であ
ろう。ヨーガのような「内に向かう」身体観を持
つものを行うことで、自分自身が取り戻せ、新た
な気持ちで「外に向かえる」ようになり、問題解
決の糸口になるであろう。また、競技スポーツと
は、もともと「外に向いている」身体観であるた
めに時々は「内に向かう」身体観を行い、「外に
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向く」ことが過剰にならないようにすることが問
題発生を防ぐ一つの方法になるであろう。

②　 トレーニング段階で「内に向かう」身体観を
取り入れることに効果がある。

　もし、トップパフォーマンスの時（ここでいう
トップパフォーマンスの時とは、神がかり的なプ
レーができる時のことをいう）の身体観とヨーガ
の「解脱」の身体が同じであれば、トレーニング
段階でヨーガを取り入れることで、トップパ
フォーマンスが発揮できる身体づくりができるで
あろう。

③　 「内に向かう」身体観を知ることで、身体観
が広がり、スポーツ観も広がる。

　競技スポーツに関わっている人の多くは、子供
の頃から「外に向かう」身体観を形成してきてい
る。そのために自分自身を失いやすい。そこに、
「内に向かう」身体観を取り入れることで、競技
スポーツに対する、自分自身本来の目的を見出せ
る可能性がある。言い換えれば、「内に向かう」
身体観を行うことで、今までに自分が持っていた
身体観に広がりができ、ひいては、自分の持って
いたスポーツ観にも広がりがでてくるであろう。

７．おわりに

　現代は、近代の論理が多くの点で臨界点に達
し、そこから「離脱」と「移動」を開始している
時代であり、その意味では近代から後近代への移
行期にあるといえる。スポーツの世界でも同様で
あり、近代論理の限界より、ドーピングやオー
バートレーニングなどの問題が生じてきている。
本研究では、後近代への移行として現れてきた
ヨーガの「身体観」に着目し、その特色を示すと
ともに、そこから得られる現代スポーツへの示唆
を明らかにすることを目的とした。
　文献考証の結果、ヨーガと現代スポーツにおけ
る身体観の違いが明らかになった。
　ヨーガの身体観とは、身体を大宇宙に対する小

宇宙と捉え五つの鞘で構成されていると考えられ
ている（人間五蔵説）。ヨーガを行うことで、五
つの鞘の外側から内側に向かって鞘が正しく動く
ようになっていくとされている。つまり、外側か
ら内側に向かって身体を意識できるようになる。
内に向いていくのである。従って、ヨーガの身体
観とは「内に向かう」と示すことができる。
　現代スポーツの身体観とは、近代的な要素と後
近代的な要素を持っている。それぞれの要素に限
らず、スポーツを行うということは、目に見える
身体でもって、ある目的（例えば、勝利するた
め、あるいは記録のため）などのために身体活動
を行うことである。これは、ヨーガの身体観から
見ると、「外に向かう」身体観である。「外に向か
う」とは、何か目的を達成するためにスポーツを
する時の身体観である。
　また、ヨーガの身体観を現代スポーツに取り入
れることで、ドーピングなどの過剰な「外に向か
う」行動を抑制できる可能性が示唆された。その
上、スポーツ選手がヨーガを実践することで、
ヨーガでの「解脱」の身体観をトップパフォーマ
ンスへ生かすことができ、さらに、今まで味わう
ことのなかった「内に向かう」ヨーガの身体観
は、スポーツ選手にとって今までのスポーツ観を
広げる可能性も示唆された。
　今後の課題としては、「内に向かう」「外に向か
う」という言葉の表現が妥当かどうかを考える必
要があり、また、現代スポーツの概念をはっきり
させる必要がある。また、「内に向かう」身体観
をヨーガ以外にも探る必要もあるであろう。いず
れにしても、現代の多様な身体観を理解し、ス
ポーツに取り入れていくことで、よりよいスポー
ツ、パフォーマンスへと発展することが期待され
よう。
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注１） プラーナとは、息、呼吸、生気、生命力の
ことである。

注２） 現代スポーツは、現代に現れているスポー
ツのことである。本研究では、現代スポー
ツを近代的論理の競技スポーツ、後近代的
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論理のマージナルスポーツ、インダストリ
アルスポーツ、バナキュラースポーツなど
両方の論理が存在していると考える。

注３） 後近代の身体観をここでは、過去古くから
考えられていた身体観をもう一度見直そう

とするものと示したが、その他過去に存在
しなかった身体観もある。本研究では、
ヨーガに着目したため、より強調するため
にこのように表現をした。

（平成22年１月８日受理）




